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＜地区マネジメントの目的＞ 

◇区や交通管理者、駐車施設管理者など、地区の様々な関係者が主体となり、地区の課題や

特性に応じた交通・駐車施策を検討し、目標像とその実現に向けて実施すべき対応策等を

「池袋地区駐車・まちづくりマネジメントガイドライン（以下、「マネジメントガイド 

ライン」とする）」として共有する。 

◇多様な関係者が目標像を共有することで、地区全体での一体的な施策展開を推進し、  

［既存の計画やルールの横断的な検討体制の構築］                 

［実態に則した適時性のある施策の展開］を実現する。 

＜池袋地区駐車・まちづくりマネジメントガイドラインの役割＞ 

◇各関係者の役割や実施すべき取組みを整理し、様々な取組みを連動させることで、一体的で

効果的な交通まちづくり施策を実施する。 

◇実施された施策の定期的な検証を行い、既存の計画及びルールに反映させることにより、状況

の変化に対応した適時性のある施策展開を実現する。 

＜地区マネジメントの計画体系＞ 
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＜対象範囲＞ 

◇下図に示す「池袋副都心交通戦略」の対象範囲と同様する。 

 

＜地区の将来像とガイドラインの目標＞ 

◇地区が目指す将来像は「池袋副都心交通戦略」で示す 

『駅からまちなかへの人の流れを生み出し、住む人、訪れる人にとって楽しいまちの実現』

を目標とする。 

◇ガイドラインの目標は以下の通りとし、目標年次は２０３５年とする。 

 

 

 

ガイドラインの目標 

＜対象範囲＞ 

池袋副都心 
交通戦略範囲 
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＜求められる機能＞ 

◇駐車場及び道路空間に求められる機能を以下の図のとおり整理する。 

＜都市計画駐車場等の機能転換＞ 

◇駐車需要が低い施設や時間帯においては、地域課題の解決に向けた柔軟な利活用を進める。 

◇機能転換する際には、従来の乗用車基準での駐車施設台数に捉われない運用を図る。 
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＜地区マネジメントで取り組む駐車施策［抜粋］＞ 

◆課題２ 貨物車用駐車施設の不足 

［課題の内容］ 

 ・地区全体で貨物車用駐車施設が不足 ・貨物車両の路上駐車が発生 

・将来的のも不足の見込み 

［現状の対策］ 

・駐車場地域ルールを適用し、共同荷さばき駐車施設や集約駐車施設の設置を促進 

・南北区道周辺エリアでは荷さばきルール（時間帯･場所）を策定し、適正化を推進 

［検討事項・今後の対策案］ 

・駐車場地域ルール適用による貨物車用対策、既存駐車場の機能転換を促進 

・荷さばきルール適用による適正化を徹底 ・適用範囲の拡大 

・共同集配システムの導入検討 

 

 

◆課題５ 駅前への駐車需要の集中 

［課題の内容］ 

・駅前地区への需要集中 

・駐車場需供のアンバランス 

［現状の対策］ 

・駐車場地域ルールの適用 

・附置義務台数の適正化及び隔地

集約を推進 

［検討事項・今後の対策案］ 

・駐車場地域ルールの適用推進 

・駐車施設の適正配置を誘導 

 

 

 

 

 

 

 

駐車需要の多いエリア（斜線部） 
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◆課題９ 既存駐車場の活用 

［課題の内容］ 

 ・利用率の低い既存駐車場の改修や機能転用により、空間を有効に活用 

［現状の対策］ 

 ・駐車場地域ルールの適用 

・附置義務駐車施設台数を

適正化 

・地区特性に応じた駐車施

設(地域貢献)の活用 

［検討事項・今後の対策案］ 

 ・隔地集約による駐車施設

適正配置の促進 

・既存駐車場の余剰分を、

地区の需要、課題への対

応に合わせて利活用 

 

◆課題 14・16・17 都市計画駐車場等の活用 

［課題の内容］ 

・駐車需要が低い時間帯、余剰部分の空間につ

いて、地域課題に対応する柔軟な利活用 

［現状の対策］ 

・池袋駅東口の都市計画駐車場（池袋駐車場）

内に共同荷さばき駐車施設を整備 

［検討事項・今後の対策案］ 

・余剰部分または需要が低い時間帯について、

地域課題解決に資する駐車施設への機能転換 

・利用しやすい障害者用駐車施設の整備 

・駐車場のバリアフリー化 

・新たなモビリティ（電動キックボード、自動

運転車両等）に対応可能な空間を確保 

 

◆課題 18 新たなモビリティへの対応 

［課題の内容］ 

・電動キックボード等の新たなモビリティ

への対応 

［検討事項・今後の対策案］ 

・駐車場における新たなモビリティへの対

応方策の検討 

・進化する多様なモビリティを想定した可

変的な空間の確保 

・安全性や利便性に配慮した、多様な利用

方法の検討 

既存施設の活用

出典：総合的な駐車対策の在り方（東京都） 
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＜取組みまとめ表＞ 
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＜運用体制＞ 

地区マネジメント協議会の施策実施にあたっては、（仮称）一般社団法人池袋地区駐車場地域

ルール運用協議会を活用する運用体制を構築する。［R7 年度までの一般社団法人化を目指す］ 

 

＜評価・見直し＞ 

ガイドラインに基づき実施する施策について、おおむね 5 年ごとに評価し、必要に応じて

ガイドラインの内容を見直す。 
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＜検討経緯＞ 

第１回協議会(2022年 9月 8日) 

・地区マネジメントの導入 

・マネジメントガイドラインの骨子（案） 

・今後のスケジュールについて 

第２回協議会(2022年 11月 30日) 

・マネジメントガイドライン（案）の検討 

・今後のスケジュールについて 

第３回協議会(2023年 2月 14日) 

・マネジメントガイドライン（案）の検討 

・今後のスケジュールについて 

第４回協議会(2023年 3月 10日） 

・マネジメントガイドラインの確認 ※書面開催 

 

＜検討協議会委員＞ 

学識経験者：日本大学理工学部 大沢昌玄 教授／東京理科大学理工学部 伊藤香織 教授 

東京都：都市整備局 市街地整備部建築企画課長／都市基盤部交通計画調整担当課長

／建設局 第四建設事務所 管理課長 

交通管理者：警視庁 交通部理事官 交通規制課 都市交通管理室長 

／駐車対策課 駐車対策担当管理官／池袋警察署 交通課長／巣鴨警察署交通課長

／目白警察署交通課長 

駐車場事業者：栄真(株)／(株)池袋ショッピングパーク／東武ビルマネジメント(株) 

／(株)サンシャインシティ／(株)ＪＲ東日本ビルディング／(株)そごう・西武

／タイムズ２４(株) 

開発事業者：東池袋一丁目地区再開発組合／池袋駅西口地区市街地再開発準備組合

／東武鉄道(株)／西池袋一丁目地区再開発準備組合 

貨物運送事業者：一般社団法人東京都トラック協会 

モビリティ事業者：ＷＩＬＬＥＲ ＥＸＰＲＥＳＳ(株) 

地元代表：豊島区商店街連合会 

豊島区：都市整備部長／土木担当部長 

オブザーバー：国土交通省 都市局 街路交通施設課 街路交通施設安全対策官

／独立行政法人都市再生機構 東日本都市再生本部 

 

池袋地区駐車・まちづくりマネジメントガイドライン 
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